
さがみ縦貫道路の事業用地内(神奈川県相模原市)において確認されたウラジロガ

シについては、平成２１年７月に「城山のウラジロガシ」として相模原市指定天

然記念物に指定されました。

国土交通省では市指定天然記念物の指定に伴い、学識経験者からの助言を頂き

ながら、ウラジロガシを現在の形状のままで保存すべく、根の蘇生による樹勢回

復や、大枝の補強を始め、必要な保全対策を実施して参りましたが、対策が完了

しましたのでお知らせします。

今後は、供用された市道と併せて相模原市がウラジロガシの管理を行って参り

ます。

ウラジロガシの相模原市天然記念物指定に伴う

保全対策完了について
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まつもと ひろかず

＜保全対策の内容＞

（１）樹木の保全対策・・・・根の蘇生等による樹勢回復

（２）観察・・・・・・・・・樹木の健全度を診断、気象状態の観測

（３）樹木の補強対策・・・・大枝の補強、ワイヤーによる倒伏予防

（４）樹勢の向上・・・・・・風衝の緩和、根系環境の改善、土壌改良

（５）側道の安全確保・・・・側道（市道）上部への枝先等の落下防止

すがや かずお

きむら まさゆき

 

相模原市



（平成23年8月撮影）

・平成14年 ：立竹木調査にて当該立木を確認

・平成16年10月 ：「さがみ縦貫道路中沢地区樹木保全検討会」

(委員長：堀大才 NPO法人樹木生態研究会代表理事)設立

・平成17年～19年 ：検討会において、ウラジロガシの保全方針及び対策を検討

・平成21年6月 ：相模原市文化財保護審議会において文化財指定の諮問・答申

・平成21年7月 ：相模原市指定天然記念物に指定

・平成23年9月 ：検討会において、ウラジロガシの保全対策完了を確認

・平成23年10月3日 ：相模原市道供用

※高尾山インターチェンジ以外のインター名称は仮称。

さがみ縦貫道路

約12.4km

ウラジロガシの生育位置

神奈川県相模原市緑区城山4丁目

■ウラジロガシの概要

■位置図

・樹高 ：約20ｍ

・幹周り ：8.4ｍ

・枝張り ：360m2

・樹齢（推定）：約600年

対 策 方 法

（１）樹木の保全対策
① 根の蘇生

工事実施前に太さ2㎝程度以上の根について事
前の発根促進処理を実施

② 土壌乾燥の防止 堆肥等による被覆を行い、土壌乾燥対策を実施

（２）観察
① 樹木の観察

目視により樹木の健全度を定期的に診断し、生
育状況を把握。
（診断結果から必要に応じて対策を実施）

② 樹木周辺の気象観測
土壌水分、気温、湿度、風向、風速、日射量を観
測し、生育環境の変化を把握。

（３）樹木の補強対策
① 大枝の支持力補強

南側大枝を３本の支柱の上方からワイヤーで吊り、
折損防止対策を実施

② 樹木の倒伏予防
西側、東側幹をワイヤーで支持することにより、
樹木の倒伏防止対策を実施

（４）樹勢の向上
（生育環境の改善）

① 風衝（風による衝撃）の緩和
遮音壁の完成により、防風の効果が期待できるこ
とを確認

② 根系環境の改善 縦穴式土壌改良を実施

③ 土壌改良
道路整備により盛土を行ったため、新たな土壌改
良は不要と確認

（５）側道の安全確保 側道への枝先等の落下防止 枝先の落下に備え、側道（市道）の安全を確保

■保全対策の内容

■保全対策の経緯

（平成22年9月撮影）
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